
様式３

学校番号

各種監査
予算を適切に配分執行して、学校教育を推進する環境づくりに努める。

効果的、効率的な学校経営を担う。

Classiを用いた生徒アンケート

本校の課題に対応する校内研修を年４回以上実施し、校内で講師を務める教員の育成を図る。

全教員による組織的な模擬面接を実施し、評価基準の共有を通して指導の質の向上と均一化を図る。
（評価指標：就職希望者に対する模擬面接実施率100％）

Googleフォームを用いたアンケート

Googleフォームを用いたアンケート手帳を活用する場を設定し、提出物の優先順位の選定、早期提出の習慣を育む。

生徒、担任副任、保護者が卒業後の社会人像を共有し、生徒につけさせたい力、目指す方向性を共有する。

担任、副任、生徒、保護者が進路実現に向けて情報を共有し、具体的な入試選抜方法を早期に決定する。

各教科担当者と担任、副任が情報を共有する場を設定し、進路実現に向けた取り組みの進捗を共有する。

Googleフォームを用いたアンケート

自ら課題を見つけて主体的に行動できるよう、探究活動や授業で課題設定の機会を増やし、段階的な目標で成功体験を
積ませる。

挑戦から得た気づきを次に生かすため、振り返りの場を設け、経験を整理して次の行動につなげる習慣を育てる。

新たな学びに挑戦し可能性を広げるため、挑戦を促す声掛けを行い、多様な活動に取り組む場を設定する。

総合的な探究の時間における魁誠課題研究が、生徒それぞれの卒業後の進路と関連づけた研究となるように支援する。

「産業社会と人間」等を活用し、自己理解・職業理解を深めるとともに、体験的学習の充実と改善を図る。
（評価指標：体験活動の実施率100％、振り返りシート等による理解度・満足度の向上）

3
年
次

進路実現とキャリア形成

事務部 教育環境の整備のための適正な予算執行

年
次
部

社会人基礎力の育成と自律

事前確認の習慣化、計画的な情報収集により、忘れ物、遅刻を防ぐ。

計画・行動・評価・改善のサイクルに基づいた取組を行う。1
年
次

進路開拓力の向上

主体的挑戦力の育成

興味・関心や価値観を深め、進路の軸を明確にするため、進路情報の提供や個別面談を充実させる。

必要な学力・技能を理解し計画的に学ぶ姿勢を育てるため、模試・検定への参加を促し、学習計画を作成・見直しができ
るように支援する。

進路に関わる活動へ積極的に参加し、未来を切り拓く力を身に付けるため、オープンキャンパスなどへの参加機会を広
げ、実体験を通して意識を高める。

2
年
次

日々の善行と心温かい言動の心掛け

社会人基準の生活習慣の確立

５分前行動・２分前着席完了の遵守や、報連相の徹底ができるようにする。また、欠席・遅刻時の早期対応に努める。

Googleフォームを用いたアンケート

他者を理解する生徒を育成する。また、目配り・気配り・心配りで溢れる環境を構築する。

静止礼、相手の目を見て元気に挨拶、正しい言葉遣い(友人口調不可)、礼を言葉で表現ができるようにする。

進
路
部

進
学
支
援
課

進路実現に向けた主体性の向上

個に応じた進路指導の充実

就
職
支
援
課

職業観・勤労観を育成し、主体的に進路を選択でき
る力の育成

就職内定率100％の達成及び公務員試験合格者数
の向上

見通しを立て、振り返る

キャリア教育の充実と基礎的・汎用的能力の育成

社会や地域との関りを通し、社会人・職業人として自立する能力や態度を育てる。

授業における学びを確認したり、成長への気付きを促したりすることで、より深い学びへとつなげる。

図書情報の積極的な発信による図書館書籍貸出数
の増加

ガイダンスなどを利用し、進路選択に向けて早めの動きをとる姿勢を身に付けさせる。

学力向上に向けた指導をし、国公立大複数名・西南大10名以上・福岡大30名以上の合格を目指す。

小論文指導や面接指導の内容を工夫し、進路実現に結び付ける。

各年次に応じたモチベーションアップ講座を実施し、進路意識の段階的な向上を図る。

「産業社会と人間」「総合的な探究の時間」を活用して、上級学校についての情報を収集し、進路実現につなげる。

進路希望調査

ガイダンスに関するアンケート

進学生徒の学習状況を把握し、必要に応じて助言を与え、最適な学びを実現させる。

総
合
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科
部 研

修
図
書
課

キ

ャ
リ
ア
教
育
課

校内研修の充実と研究授業実施及び参観の促進
授業公開週間で全職員の参観を推進するため、研究授業を５回以上組み込み、全教員の授業力向上を目指す。

Classiを用いた生徒アンケート

学校生活アンケート、いじめアンケート、事故報告書

学校生活アンケート、いじめアンケート

学校行事や式典、日常の教育活動を通して、集団の一員としての自覚を高めるとともに、主体的に行動し、自らを律した
態度や言動を養う。また、２分前着席を徹底させる。

清々しい挨拶やＴＰＯに応じた身だしなみを大切にし、場に応じて自ら考え行動する力を養う。

登下校中の自転車単独事故0件を目指し、登下校指導の強化や交通ルール、マナーに関する指導の充実を図る。

清掃マニュアルを活用した清掃活動を充実させ、その中で学校設備の定期点検を行い、安心・安全に生活できる環境を
整える。また、美化強化週間を年間2回、美化コンクールを年間1回実施する。

不登校や学校不適応の状態にある生徒への支援システムを整理し、教員間の情報共有を深めながら、組織的な取組を
行う。また、SC(年間15日)・SSW事業などの専門機関との連携を深め、早期の問題解決を図る。

保健室利用者名簿や学校生活アンケートなどを活用し、保護者と連携しながら支援が必要な生徒を早期に発見し、担任
や年次など関係職員で柔軟に対応する。

危機管理マニュアルに従い、事故の未然防止に努める。また、生徒情報交換会を年間3回実施し、生徒の健康に関する
情報を随時共有し、緊急時に適切な対応ができる体制を構築する。

自他の生命を尊重する意識を基盤とし、安全について主体的に考え行動するとともに、社会の安全に貢献できる資
質・能力を養う。

学校生活アンケート、心と性の健康相談(カウンセリング含
む）

安全点検、清掃改善チェックシート

情報セキュリティに関する県や警察からの通知・お知らせ等を職員に積極的に共有する。

Googleフォームを用いたアンケート

授業アンケート

中学校訪問を年２回実施し、求められる情報の精選に努める。

中学校体験入学、出前授業の準備を計画的に行い、充実したものにする。

科目選択では、生徒の希望進路が実現できるよう、職員への支援を緻密に行い、各方面と連携をとる。
授業アンケート
Classiを用いた生徒アンケート

GoogleClassroomやClassi等のアプリの効果的な活用方法を共有する機会を設ける。

ICT機器の管理・点検・保守作業の役割分担や体系化・組織化・手順化を推進する。

ICT環境に関する不具合の申し出があった場合には、最優先で即日対応を基本とする。

不具合に関する対応方法を共有し、情報科以外でも対応できる人員を増やす。

社会に開かれた教育課程の実現

キャリア教育を生かした進路保障

豊かな心や健やかな体の育成
②失敗することを恐れず挑戦し、経験から学び、夢の実現に向けて努力する生徒を育てる。

②ICT活用による「個別最適な学び」や「協働的な学び」と、探究を意識した授業改善と観点別評価を推進する。

ICT機器の活用を促進し、個別最適な学習が実現できるように工夫された授業の推進を図る。

伝統を受け継ぎつつ、時代に合わせて学校行事の充実を図る。

各行事の２か月前から準備を始め、関係分掌との連携を密に行い、計画的な業務遂行に努める。

学校ＨＰ、Instagramを活用した情報発信の仕組みづくりを行い、Ｉｎｓｔａｇｒａｍについては100件投稿を目指す。

福岡県立福岡魁誠高等学校

　総合学科の教育課程の柱となる１年次の「産業社
会と人間」２・３年次の「総合的な探究の時間」を中心
に、生徒のキャリア向上を図り、３年次の多数の生徒
が、学びを生かした進路を実現することができた。
　次年度は、生徒や教員が、上記の教科・科目を中
心として、授業、学校行事、部活動などすべての教育
活動のつながりを意識できるようにする。また、引き
続き、様々な機会で地域との連携を図り、地域や社
会に貢献できる力を育成する。

「豊かな心や健やかな体の育成」「基礎学力の定着」「キャリア教育の充実」を柱に総合学科の特徴を生かした教育内容を通して、,生徒一人一人の夢の実現に向け必要となる確か
な学力と豊かな人間性を育み、キャリア発達を促す学校教育を推進する。

学校運営計画（４月）

評価
（総合）

②全職員で本校の特長の共有し良さを発信するとともに、総合学科発表会等の機会を活用した生徒による発信に努める。

①授業、学校行事、部活動等教育活動全体から、自ら学び、自ら考え、自ら行動する生徒を育てる。

①学力の確実な定着と学びに向かう力、人間性を伸長させる。

①総合学科のキャリア教育を全教職員共通理解の下、実践する。

学校運営方針

昨年度の成果と課題

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に

関する方針）

年度重点目標 具体的目標

令和８年度 学校評価書（計画段階）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に

関する方針）

②自分だけの時間割作成、進路選択、研究活動等の選択経験から、自ら学び、人生を切り拓く意欲を育成する。

①地域との連携を図り、総合的な探究の時間や魁誠課題研究を充実させるとともに、地域や社会に貢献できる生徒を育てる。

主体的・対話的で深い学びの実践

　〇一人一人の個性を大切にして個々の資質・能力の伸長を図り、社会に貢献できる人材を育成する学校
     多様な教育ニーズに対応できる総合学科高校の強みを生かし、キャリア教育や地域と連携した体験活動の充実により、自らの在り方生き方を考えて将来を設計し、社会に貢献できる人材を育成します。

〇自他の生命を尊び、感謝する心を持つ生徒
〇自ら考え、判断し、行動する生徒
〇夢の実現に向かって努力する生徒
〇志を持ち、地域や社会に貢献する生徒

〇一人一人の進路（進学、就職、公務員等）や興味・関心に合った時間割の作成と質の高い授業
〇調和のとれた人間力を培う学習活動、学校行事、部活動をはじめとした全教育活動
〇必履修科目「産業社会と人間」における様々な体験活動や教育相談を通したキャリア教育の推進
〇「総合的な探究の時間」における創造力・課題解決能力を育成するプロジェクト学習（地域との連携）

〇将来の夢や自分の進路を探したい人
〇目標の実現を目指し、積極的かつ継続的に努力する人
〇学習と部活動を両立させ、調和のとれた人間力を培いたい人
〇様々なことにチャレンジできる総合学科で充実した高校生活を送りたい人

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

スクール・ポリシー
（三つの方針）

学級担任や教科担任が欠席の多い生徒への指導を確実に行えるよう情報提供に努める。

授業アンケートを年に１回実施し、授業改善に期する。

校務支援システムが円滑に活用できるようにサポート体制を整える。

評価項目

学
事
部

校務や授業においてペーパレス化を推進するための施策を積極的に提案する。

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

具体的目標 具体的方策

学力の確実な定着に向けて各方面と連携をとり、一人一人に応じた指導を行うよう働きかける。

PTA役員、理事、委員とのコミュニケーションを密に行い、情報交換に努める。

Googleフォームを用いたアンケート

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに

関する方針）

Googleフォームを用いたアンケート

Googleフォームを用いたアンケート

生
徒
部

教
務
課

教育活動の充実

学校行事及びPTA活動の充実

中学生、保護者、地域に向けた正しい情報発信

企
画
広
報
課

ＩＣＴ機器やアカウント等の適切な管理と、迅速な不具
合対応

校務や授業における効果的なICT機器活用の推進
と、職員の情報セキュリティ意識の向上

情
報
推
進
課

授業満足度の向上

生
徒
支
援
課

保
健
課

社会人基礎力の育成

安全教育の充実及びモラル、マナーの向上

特別支援教育活動の組織的対応と心と体の健康づく
りの推進

安心・安全な学校保健活動の充実

Googleフォームを用いたアンケート手帳を活用したスケジュール管理や、目標から逆算した計画的な準備と実行ができるようにする。

キャリア・パスポートを基に年間２回以上面談を行い、生徒の進路実現に結び付く指導を行う。

将来設計に必要な情報を主体的に収集できる力を育てる。

高卒求人及び公務員試験の特徴を的確に理解させるとともに、企業研究や職場見学を充実させ、適切な職業選択による
ミスマッチの防止を図る。
（評価指標：就職内定率100％、職場見学実施率100％）

職業観・勤労観の形成を図り、社会人基礎力の向上を図る。

ワンヘルス学習の充実を図り、相手の立場や問題の背景など広い視点を持ち協働できる生徒の育成を目指す。

年次集会やホームルーム活動、講話等を通して、勤労の意義や社会人としての責任感の醸成を図る。
（評価指標：進路講話等の実施後アンケートによる意識向上の肯定的回答割合）

放課後や長期休業中における学習支援を計画的に実施し、関係機関等と連携しながら筆記試験および面接試験対策の
充実を図る。
（評価指標：学習支援・就職講座の実施回数が年間計画の100％達成、公務員試験合格者数の前年度比増加）

図書館だよりや電子掲示板を使った積極的な情報発信を行い、図書館書籍貸出数前年度比５％増を目指す。

Classiを用いた生徒アンケート
各年次に応じたキャリアガイダンスを年間2回以上実施し、進路意識の段階的な向上を図る。
（評価指標：キャリアガイダンス実施回数 各年次年間2回以上の達成）

司書教諭、図書係長、担当職員、図書委員をメンバーとするClassi「R８図書委員会」を作成し、情報の共有化を図り、図書
委員会の活性化及び掲示物や書籍紹介作成の円滑化や内容の充実を目指す。

Classiを用いた生徒向け「図書アンケート」

落ちているゴミを拾う、困っている人に優しい声をかける、公共交通機関で席を譲る、表裏のない行動をするなどの善行を
日々心がけさせる。

Googleフォームを用いたアンケート

３５


